
２０１７年  ３月  １９日 

 主 日 礼 拝  

①８時半～    ②１０時半～   ③夜７時～ 

 司  会  ①石井師   ②石井 秀人兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師   ②石井 洋子姉  ③石井師 

賛  美  聖歌４９８番 ＆「Once Again」 

主の祈り 

聖  書  ①詩篇23篇１～６節 

      ②ルカによる福音書10章25～37節 

特別賛美  サインダンス ＆ Cloud By Day 

メッセージ 「私の魂は復活します」大川従道牧師 

      「教会の二つの柱」石井 潤牧師 

献  金  聖歌４９５番     [献金当番：寺澤(千)姉･永井姉] 

祝  祷             

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  「主イエス神の愛」 
                  

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日第二礼拝直後、「信徒懇談会」を行います。（昼食はありません） 

２．明日 20(祝),牧師は大和教会でのムーイ師｢癒し研究会｣に参加します。 

３．今週の祈り会は①木曜午前 10 時半、ボーマン・ルリ子師。②夜７時半、 

小林詩音師（大和祈祷会映像）。③土曜日夜８時～、準備祈祷会（石井牧師）。 

４．来週の日曜午後は、西田美榮子先生による聖歌隊の練習が行われます。 

☆お知らせ：先週のいなもとひろ君への献金は、２１，９１０円でした。感謝致します☆ 

 

   │     

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔３/１９～/２６〕 

date 本日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
申命記 
３３・３４章 

ヨシュア 
１－３章 

４－ 
６章 

７・ 
８章 

９・ 
１０章 

１１－ 
１３章 

１４・ 
１５章 

１６－ 
１８章 

新約 
ルカ１ 

：２４－５６ 
１：５７ 
－８０ 

２：１ 
－２４ 

２：２５ 
－５２ 

３章 ４：１ 
－３２ 

４：３３
－４４ 

５：１ 
－１６ 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

3/27(月):長野家庭集会 4/2(日):誕生祝福式/ﾔﾝｸﾞﾁｬﾍﾟﾙ･聖書の学び会 

9(日):聖餐式/執事会 16(日):イースター礼拝/春の召天者記念礼拝 



 
 
 
 
 
  
｢信仰の導き手であり、またその完成者であるイエスを仰ぎ見つつ、走ろうではな

いか。彼は、自分の前におかれている喜びのゆえに、恥をもいとわないで十字架

を忍び、神の御座の右に座するに至ったのである。｣ ヘブル人への手紙12章2節 
 
イエス様はどのようなお方であったか？それは父なる神様の次のことばによって決定される。

「これはわたしの愛する者、私の心にかなう者である。これに聞きなさい。」。 

イエス様が洗礼を受けられた時にこのお言葉をお受け止めになった直後、聖霊様によって、

荒野に導かれて悪魔によって信仰のテストを受けました。 

悪魔は三つの誘惑をしましたが、その誘惑に勝利したのは、この神様によって語られたお

言葉によってであったとヘンリー・ナウエン先生は語っています。 

「石をパンに変え、自分が何者であるかを示し、神に愛されていることを証明せよ。華々

しくふるまい、神殿から身を投じてみ使いに助けてもらい、愛されている者であることを証

明せよ。そうすればニュースやテレビに取り上げられ、あなたがいかに素晴らしい者である

かを誰もが見ることができる！つねに主導権をとれる力と影響力を持っていることを示し、

愛されている者であることを証明せよ！」 

と悪魔は誘惑してきましたが、それに対してイエス様は、 

「わたしは何も証明する必要はない。わたしは愛されている。ヨルダン川でそう呼ぶ声を

聞いたのだから。わたしは愛されている者であると分かっている。わたしは次の言葉を聞い

た。『あなたはわたしの愛する子、わたしの心に適う者』」 

イエスはこの言葉を信じ、ご自身が何者であるかを知っておられました。その生涯のすべ

てを、神に愛されている者として生きました。彼の霊には、神の愛が染みわたっていました。

そして、決然として死を受け入れたのは、神のみもとへ行くことと、間もなく友人たちに愛

の聖霊を送ることを知っておられたからです。 

そして、この父なる神様のお言葉は、そのままイエス様に従っていく私たちクリスチャンたち

にも語られています。「あなたはわたしの愛する子、わたしの心に適う者」と語られるお父様の

お言葉をいつも聞いていく必要がありますし、それを信じ、決して人々の評判や、行いによっ

て認めてもらおうとする必要は全くないということを忘れてはならないのです。 

世の人は、私たちをさげすむこともあるかもしれませんが、私たちの天のお父様はいつも私

たちを愛して、子として取り扱っていてくださるのです。 

この世にはない天の恵みによって満たされている私たちの交わりをさらに感謝し、喜ぶと共

に、その喜びが、ひとりでも多くの方々に届けられることを信じて、さらに神の愛を実践してい

きたいと願っています。主の祝福をお祈りしています！ 

「教会の二つの柱」 
～わたしたちは神に愛されている子どもたち～ 


